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鹿児島県から多獲されたアジ科魚類の稀種マテアジ

伊東 正英ネ・高山真由美*・原口百合子**

松沼瑞樹*村・本村浩之**

Masahide ITo， Mayumi TAKAY品;[1¥， Yuriko HARAGUCm， 

Mizuki MATSUNUMA and Hiroyuki MOTOMURA : 

A large number of a rare fish， Atule mate (Teleostei: Perciformes : Carangida巴)， 

collected from Kagoshima， Japan 

はじめに

マテアジAtulemute (CUVIER In CUVIER and 

V ALENCIENNES， 1833)は，アジ科マテアジ属

(Carangidae : Atule)に分類される 1属 1種の魚類であ

る。オ王手重は， セイシェル諸‘島，インド， インドネシア，

およびニューギニアから採集された標本に基づき記載さ

れた。現在，本種は南アフリカからハワイ諸島までのイ

ンド・太平洋域に広く分布することが知られている

(SMITH-VANIZ， 1999)が，日本からの記録は極めて少な

u、。

SUZUKI (1962) は，三重県津市の魚市場から得られた

マテアジ 1個体を報告したが，この個体が日本沿岸で漁

獲されたものかどうかについて確認できなかったこと，

さらにはその後日本産の標本に基づく確実な記録がな

かったことから，本種が日本沿岸に分布する可能'性は低

いと考えられていた (SENOU，2002)。しかし吉野・吉郷

(2003)は，沖縄県八重山諸島産の 1個体をマテアジの日

本からの 2番目の記録として報告し，日本での本種の確

実な分布が確認された。その後，本報flJの第1著者伊東

正英は， 2却0∞O閃5年1叩O月2日に鹿児島県南さつま市笠沙沙、1I町町I町町日汀‘'1
に設置された定置締から'"'<マテアジ 1個体を採集したO こ

図 1 マテアジ.KAUM-L 974、標準体長179.7mm.胸

鰭が長く，体側の横縞が少ない個体

図2 マテアジ.KAUM-l. 973、標準体長156.6mm.胸

鰭が短く，体側の横縞が多い個体

画像はKAUM魚類凶{象データベースに登録されている。

の個体は本種の日本からの 3番目の記録として報告され マテアジAtulemate (CU¥咽R，1833) 

た(宮原ほか， 2006) 0 (図1， 2) 

このように，マテアジはこれまで日本から 3個体のみ

が報告されているに過ぎず，稀種であると考えられてい 標本:14個体，標準体長149.1-179.7 mrrト KAUM-L

たが， 2006年10月14日から 11月10日にかけて，上記 3 967， 1個体，標準体長158.7mm，鹿児島県南さつま市笠

番目の個体が採集された場所で新たに14個体のマテアジ 沙町松島沖北東部 (31"25.06' N， 130" 12.32' E)，小型

が得られたのでここに報倍する。また，本種の胸鰭の長 定置締，水深20m， 2006年10月16日，伊東正英o KAUM 

さと体側の横帯数の変異について京干の考察を行った。 一L968， 1個体，標準体長161.0mm， 2006年10月26R， 
標本は全て鹿児島大学総合研究博物館 (KAUM)に所蔵 採集日以外のデータはKAUM-L967と同じo KAUM-L 

されている。生鮮時(固定前)の標本は全て撮影され 969，1個体，標準休長149.1mm，データはKAUM-L968 
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と同じo KAUM-1. 970， 1個体，標準体長161.1mm，デー VANTZ (1999)は本種の体側にみられる灰色横帝の数を 9

タはKAUM-1.968と同じ。 KAUM寸 971，1個体，標準体 本か10本とし， SENOU (2002)，吉野・吉郷 (2003)お

長158.4mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦i埼ノ山東側 よび宮原ほか (2006)は約10本と記載しているが，上述

(31
0
25.44' N， 130

011.49' E)，小型定置網，水深27m， の胸鰭が短い13標本は10-14本であった(この横帯数は

2006年10月26日，伊東正英oKAUM-1. 972， 1個体，標 GUNN (1990)がオーストラリア産の標本に基づいて報告

準体長167.5mm， 2006年10月27日，採集日以外のデー した13-16本という値に近い)。残りの 1標本 (KAUM

タはKAUM-1.971と同じo KAUM寸.973，1個体，標準体 1.974，標準体長179.7mm)は，胸鰭の後端が側線直走

長156.6mm，データはKAUMー1.972と同じoKAUM-1. 部の始部を越えること，体側横帯が 9本であることか

974， 1個体，標準体長179.7mm， 2006年10月14日，採 ら， GUNN (1990)を除く従来の本種の報告とよく一致す

集日以外のデータはKAUMー1.971と同じ。 KAUM-I る。現在マテアジAtulemateと同定されているタクソン

1002， 1個体，標準体長151.8mm， 2006年10月25日， には複数種が含まれている可能性があり，今後の詳細な

採集日以外のデータはKAUM-1.967と同じ。 KAUM-1. 検討が必要である。

1003， 1個体，標準体長166.8mm，データはKAUM-1. 

1002と同じo KAUM -1. 1092， 1個体，標準体長166.1

mm， 2006年11月2日，採集日以外のデータはKAUM-I

971と同じ。 KAUM-1.1093， 1個体，標業体長160.5mm， 

鹿児島県南さつま市笠沙町片浦高崎山地先 (31
0
26.00'N， 

130
0 
10.05' E)，大型定置網，水深36m， 2006年11月8

日，片野坂龍二。 KAUM-1.1261， 1個体，標I巨体長154.2

mm， 2006年11月10日，採集日以外のデータはKAUM-

1. 971と同じoKAUM -1. 1262， 1個体，標準体長157.1

mm，データはKAUMー1.1261と同じ。

記載:背鰭は 8+ 1赫23-24軟条。胸鰭は23-24軟条。

腹鰭は 1糠 5-6軟条。啓鰭は 2+ 1練19-20軟条。偲

把は39-46本。イ本は長楕円形で側扇。吻は突出。背縁と

腹縁は同程度膨らみ，第2背鰭起部で、最も体高が高い。

生鮮時の色彩:体上部は鮮やかな黄緑色，下部は銀白

色。体側中央には 9-14本の緑色横帯。第1背鰭は透明

で第 1-3臓は黄色味をおびる。第2背鰭は黄色で前部

上端は灰白色。吻端から眼下を通り主問、葉骨まで1本の

白色帯が走る。胸鰭は黄色l床をおびる。尾j鰭は黄色。腹

鰭と瞥鰭は白色(戦絡は固定後基底と下縁の中間に黒色

を帯びた細い縦条が現れる)。館、蓋後端に黒色斑がある。

分布:南アフリカからハワイ諸島までのインド・太平洋

域に広く分布する (SMITH-V ANIZ， 1999)。日本での記録

は三重県津 (SUZUKI，1962)，沖縄県八重山諸島(吉野・

吉郷， 2003)，鹿児島県南さつま市(宮原ほか， 2006; 

本報告)。

備考本標本は，眼の前後の脂険がよく発達し，脂険関

口部が瞳孔上tこわずかに聞くこと，第2背鰭と替鰭の最

後の軟条がその直前の軟条から離れることなどからマテ

アジと同定された (SMITH-V必旺Z，1999; SENOU， 2002; 

吉野・吉郷， 2003;宮原ほか， 2006)0 S叩 TH-V馴 IZ(1999) 

や宮原ほか (2006) は，本種の特徴のーっとして，胸鰭

の後端が側線直走音11の始部を越えることを挙げている

が，今回得られた14標本のうち 13標本は胸鰭の後端が

側線直走部の始部に達していなかった。また， S阻 TH田

-
自
宅一E 百平

マテアジの襟本を提供してドさった丸世大吉漁業生産

組合の中尾雄作氏，松島定置網漁業の野上義文氏，およ

び笠沙町漁業協同組合自営定置網漁業の皆様に深く感謝

する。標本収集に便宜を凶って下さった笠沙町漁業協同

組合飯売部長の田神成太氏，標本の作製・登録作業を手

伝って下さった鹿児島大学総合研究博物館ボランテイア

の北奈美氏，大森純子氏，荻原豪太氏，および目黒昌

利氏の諸氏にお礼申し上げる。
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